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海洋温度差発電の研究開発のロードマップ
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海洋温度差発電を核とした海洋深層水利用による
持続可能な社会モデルの社会実装

久米島モデルの玄関口久米島モデルへの
玄関口

化粧品（工業）

海ぶどう（養殖業）

サンゴ（環境）

海水淡水化（工業）

①冷熱農業（農業）

温浴施設（健康）

海洋温度差発電

海藻（農業）

サケ（養殖業）

出典：(社)国際海洋資源エネルギー利活用推進コンソーシアム資料より

②藻類（農業）

車エビ（養殖業）
牡蠣（養殖業）

沖縄県・久米島における利用高度化・大規模化と将来計画

久米島モデル



Ongoing OTEC projects

出典：IEA OES （International Energy Association, Ocean Energy Systems）

IEA OESによる
世界の海洋温度差発電プロジェクトマップ(計画中含む)

国際的な海洋温度差温度差発電の動向
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COP28において国連公認の国際組織SIDS DOCK
海洋温度差発電に関するプレスリリース

トンガ王国の首相（SIDS DOCK 議長）である
ソバレニ（Huʻakavameiliku）氏が、下記の通り、
声明を発表 

“SIDS are in a desperate situation, as 
we have little space left to deploy 
land-based solar PV and wind to meet 
our energy needs. The ocean is our 
resource of last resort,” 
「SIDS（小島嶼開発途上国：Small Island 
Developing States）は絶望的な状況にあり、
エネルギー需要を満たすために陸上の太陽
光発電や風力発電を導入するスペースはほ
とんど残っていません。海は最後の頼みの綱
なのです」。

https://sidsdock.org/sids-dock-press-release-a7apr0032023/

小島嶼開発途上国（SIDS：Small Island Developing States）
国連にて、40の主権国家と12の自治領・非独立地域を認定

エネルギー部門と金融および持続可能なエネルギー技術の
世界市場をつなぐ「DOCKING STATION」
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COP28において国連公認の国際組織SIDS DOCK
海洋温度差発電に関するプレスリリース

5億ドル規模の
海洋エネルギー利用

プロジェクトへの支援要請

久米島で10年以上の実績
がある100kw海洋温度差
発電施設はエネルギーを
供給するだけでない

ツバルの国連大使兼常駐
代表が、OTECは目から
鱗が落ちるような説得力
あるプロジェクト
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首脳レベルによる「第10回太平洋・島サミット共同行動計画」
において OTECの導入検討を初めて表明（令和６年７月）

[Promoting clean energy]
Promote clean energy: The PALM Partners will
strengthen cooperation in clean energy transition
to reduce the financial burden of diesel
dependence through installation of
renewable energies such as solar power, hydro
power and also consider introducing Ocean
Thermal Energy Conversion (OTEC), a next
generation of decarbonization technology. ,”

[クリーンエネルギーの推進]
PALMパートナーは、太陽光発電、水力発電
等の再生可能エネルギーの導入を通じて、
ディーゼル依存に伴う資金的負担を軽減する
ため、クリーンエネルギー移行における協力
を強化し、また、次世代の脱炭素化技術であ
る海洋温度差発電(OTEC)の導入を検討する。

太平洋・島サミット：
太平洋島嶼国・地域が直面する様々な問題について首脳レベルで率直に意見交換を行い、地域の安定と繁栄に貢献するとともに、
日本と太平洋島嶼国のパートナーシップを強化することを目的として、1997年から3年に一度開催されている首脳会議であり、
これまで10回開催されている。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/ocn/pagew_000001_00252.html
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外務省・JICAが、佐賀大学の技術支援でパラオ共和国に
海洋温度差発電の社会実装を目指す（令和６年９月）



COP29において日本政府バーチャル・パビリオンで
佐賀大学と海洋温度差発電、「久米島モデル」を紹介

（令和６年１２月）

https://youtu.be/_yikwT7gINY

https://www3.nhk.or.jp/news/html/
20241113/k10014636611000.html

https://www.env.go.jp/earth/cop/cop29/pavilion/en/

COP30（ブラジル）での発表へ
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Saga University UTM
Saga University

(SU)

University of Tokyo
(UT)

National Institute of Advanced
Industrial Science and 

Technology
(AIST)

Xenesys Inc.

Universiti Teknologi Malaysia
(UTM)

Universiti Putra Malaysia
(UPM)

Universiti of Malaya 
(UM)

Universiti Kebangsaan Malaysia
(UKM)

Universiti Malaysia Terengganu
(UMT)

Infrakomas

マレーシアにおける革新的な海洋温度差発電 （OTEC） の開発による
低炭素社会のための持続可能なエネルギーシステムの構築

<研究開発目標>
・ ハイブリッド OTEC（佐賀大学特許出願）の技術確立
・ ハイブリッド OTEC を用いた海洋深層水複合利用（マレーシアモデル）の確立
・ マレーシアにおける若手人材育成

<期間>2019年4月 – 2025年3月

国際科学技術共同研究推進事業 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム

<実施体制>

代表機関 日本側 佐賀大学 ： マレーシア側 UTM ハイブリッドOTECを用いた海洋深層水複合利用
(マレーシアモデル)

キックオフ会議（SU & UTM Vice-presidents・在マレーシア日本大使 等)

Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development

（参考資料）拠点の成果の国際若手人材育成と社会実装国際プロジェクト：SATREPSマレーシアPJT



SATREPS PROJECT
Ocean Thermal Energy Conversion

SATREPS PROJECT
Ocean Thermal Energy Conversion 11

JST/JICA支援によりマレーシアに設置した世界初ハイブリッド海洋温度差発電
プラントの実験施設「UPM-UTM OTEC Centre」の開所式を開催（１/２）（令和７年１月）

開所式(令和７年１月20日)

マレーシア高等教育省（MoHE）副大臣

四方敬之 在マレーシア日本国特命全権大使

マレーシア政府が建設した研究所とJST/JICAの支援による実験装置

ASEAN初のOTECセンターの前で記念撮影



「日・マレーシア首脳会談」において
資源・インフラ協力の推進の一つとして
海洋温度差発電の技術協力を初めて表明

（令和7年1月）
両首脳は、エネルギー安全保障

の確保と多様な道筋による脱炭素
化に向けて、資源・インフラ協力
の推進を確認しました。具体的に
は、・・・・・海洋温度差発電、
バイオマス分野の技術力、・・・
両首脳は、アジア・ゼロエミッ
ション共同体（AZEC）において
も協力を一層強化していくことで
一致しました。

出典：外務省
：https://www.mofa.go.jp/mofaj/s_sa/sea2/my/pageit_000001_01456.html
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図出典：久米島エネルギービジョン2020（2020年3月）

【2035年】
既存火力発電を
出力6MWの
海洋温度差発電で
代替

2028年

2035年

【2040年】
エネルギー
完全自給の
島へ

久米島エネルギービジョン
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産官学で次の新しいステージに向かう海洋温度差発電

日経新聞：令和４年３月30日 １面 MOL HPより



１０００ｋW OTEC用の熱交換器の開発（２００ｋW熱交換器）
【環境省：商船三井】

15

２００ｋW熱交換器



久米島モデルの「知の世界展開」の将来構想

環境負荷緩和技術

実装に向けた
実証・展開の課題

地球上の全海域50％以上をカバー！
(適用可能海域1.4倍へ)
⇒温度差15℃での発電と安定供給

目指す姿

OTEC

OTEC

海洋深層水
高度利用技術

（発電後の複合利用）

OTEC展開技術
（学際的人材育成）

電力

淡水

発電

大規模化に伴う
コスト面の課題

環境影響・保全
評価の課題

温度差20℃

現在

【サンゴ保全、海洋環境調査、社会影響評価、海洋工学】

【高度人材育成、GX観光型社会教育、
学際的人材育成】

【マリンバイオ・植物工場、水産養殖、健康利用】

佐賀大学

デンマークの風力、アイスランドの地熱に続く「国際的GX社会モデル」として低温エネルギー利用を開拓

【研究力強化のための４つ柱】
１．佐賀大学は、世界TOPレベルの特色ある研究力を

さらに強化するために複数大学と連携戦略マネジメント構築
⇒バックキャスト的『プロセス型研究』の推進

２．国際的な島嶼地域GX研究力強化のために
世界初の国際学術先導研究拠点を構築

３．複数の大学連携による世界初の「若手研究者の
ための国際島嶼地域GX研究に関する国際プラット
フォーム」による高度人材育成の推進

４．「知の世界展開」強化のための、国際的機関との
戦略的連携強化および世界TOPレベルの専門家
の参画による研究成果の「国際標準化」

＋

デンマーク （風力） アイスランド（地熱） 海洋深層水による低温エネルギー利用

OTEC：Ocean Thermal Energy 
Conversion

⇒サンゴ生育・環境モニタリング評価

本事業

海洋温度差発電の設置イメージ 海洋深層水の循環イメージ

⇒国際プラットフォーム人材育成事業

⇒藻類等の光合成高効率化培養と生産性評価
⇒環境低負荷型のバイオマス生産技術の開発

深層水
多段利用

環境保全
影響評価

OTECの特徴と実績:
・24時間安定的に発電可能
・2013年に世界に先駆けて実海水を
用いた発電に成功（世界TOPレベル）
⇒JST/JICA SATREPSへ展開
（マレーシアへの社会実装に貢献）

海洋温度差発電のポテンシャル拡大

水
素

海洋温度差発電

・世界を牽引してきた「海洋深層水利用学会」 
⇒との連携強化による価値創成の効率向上
（世界TOPレベルの学術拠点の研究力強化）
・久米島での実証によりパラオ等の大洋州へ
⇒展開が可能

海洋深層水
（低温性、富
栄養性、清浄
性）

プラズマ利用熱交換器
表面超撥水改変

【研究開発要素】

新概念システム 水素によるエネルギー貯蔵



久米島モデルの「知の世界展開」の将来構想
【現在】
陸上や沿岸域での小型が主流

【将来】
世界の島嶼地域や離岸域での大型が主流

エネルギーの効率化・安定化に加え、
貯蔵、監視・制御、省ロスでの陸上への
伝送等、幅広い分野の研究を分野横断
型で推進することが重要
⇒全体最適化を目指したプロセス型研究

（社会実装推進モデル）を推進

超高速洋上変電所・
無線電力伝送基地

ロス大 ⇒ 省ロスへ

系統
電力網

交流：ロス大
事業所
/家庭

海洋温度差発電

【海上】 【陸上】

ロス大 ⇒ 省ロスへ

直流
省ロス

大電力制御

最先端パワー半導体

【長期戦略】

H2

貯蔵・輸送

海上から陸上へ省ロスで安定に電力供給できる研究開発が必要
⇒半導体研究や水素貯蔵研究とのリンクも必要

交流：ロス大



参 考 資 料
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久米島におけるエネルギー・水・食糧自給のモデル地域構想

電力（1MW)

深層水
余剰分は
商用系統へ

深層水

既存事業の拡張

(設備増強)

技術ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ実証から商用へ 技術開発

深層水利用事業

1MW海洋温度差発電

車えび 海ぶどう

葉野菜栽培 食品・化粧品等

牡蠣陸上養殖

藻類育成

海水淡水化

空調利用

リチウム回収

バイオ利用

技術と販売ルートが確立しており、
確実な拡張が見込める分野

現在久米島で実証
中の分野

他地域へのモデル
としての技術デモ

将来需要が高い分
野の研究開発

現状の10倍の規模取水施設増設（世界最大級）
× 多段階利用の最適化 × 1MW 発電
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https://islands.irena.org/-
/media/Files/IRENA/Sids/Event-
Summary_Webinar-2_Accelerating-OTEC-in-
SIDS.ashx?la=en&hash=F29C3945436C0C9309
4912A32A82163BE995DD16

https://www.ocean-energy-
systems.org/documents/84169-oes-
spotlight-on-ocean-energy.pdf/

熱帯・亜熱帯の島嶼・沿岸地域に向けたエネルギー・水・水量自給のモデル地域づくり

日本語表記の「久米島モデル」から
世界の「KUMEJIMA MODEL」へ

IRENA
（国際再生可能エネルギー機関）

IEA
（国際エネルギー機関）

https://www.ctc-n.org/technical-
assistance/projects/otec-ocean-energy-technical-pre-
feasibility-study

UNIDO
（国際連合工業開発機関）



https://www.pacificnote.com/sin
gle-post/2018/11/15/kumejima-
model-an-island-move-toward-
self-sufficiency

https://www.youtube.com/watch?v=6vs2Yp1xE0c

https://events.development.asia/learning-events/ocean-thermal-
energy-conversion-otec-viability-catalyst-transformative-island

https://otec.utm.my/files/2021/03/The-1st-
SATREPS-OTEC-Training-Report-Booklet.pdf

https://www.ccreee.org/news//sids-dock-
partners-showcase-otech

http://www.apic.or.jp/english/projects/journalis
mfellowship-eng.html

https://marshallislandsjournal.co
m/japan-otec-to-cut-fuel-use/

https://www.iwnsvg.com/2018/11/12/reflection
s-of-a-vincy-journalist-on-a-japanese-island/

SIDS（Small Island Developing 
States）（国連認定の小島嶼開発途
上国 ５２ヶ国）

APIC（ 国際協力推進協会） ADB（アジア開発銀行）IWN（海外メディア）

Pacific NOTE
（太平洋島嶼地域いメディア）

Marshall Islands Journal
（マーシャル諸島メディア）

UTMｰOTEC
（マレーシア工科大学OTEセンター）

COP２６
（第26回気候変動枠組条約締約国会議）
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日本語表記の「久米島モデル」から
世界の「KUMEJIMA MODEL」へ



22

SATREPSの成果によってマレーシア・サバ州 海洋温度差発電を導入するための
州法を初めて整備（令和６年４月）と３企業が事業化参入を表明

https://www.thestar.com.my/news/nation/2024/04/25/sabah-state-assembly-passes-new-ocean-
thermal-energy-conversion-enactment

https://www.nst.com.my/news/nation/2024/09/1110655/sabah-energy-
commission-studying-converting-oceans-thermal-energy



SATREPS PROJECT
Ocean Thermal Energy Conversion 23

https://ecos.gov.my/sites/default/files/uploads/para/attachments/2024-05/Ocean%20Thermal%20Energy%20Conversion%20Enactment%202024.pdf

JICA/JSTSATREPSの成果によってマレーシア・サバ州 海洋温度差発電を導入するための
州法を初めて整備（令和６年４月）の内容



SATREPS PROJECT
Ocean Thermal Energy Conversion 24

https://www.nst.com.my/news/nation/2024/10/1125993/sarawak-premier-proposes-
study-ocean-thermal-energy

SATREPSの成果によってマレーシア・サラワク州が海洋温度差発電を導入するため
の調査を州知事が表明（令和６年10月）



IEA-OESによるOTECの白書が発行

OTECに関するTASK11 日本が委員長
（８ヶ国、オランダ、フランス、中国、韓国、インド、モナコ、

シンガポール、日本）

OTEC白書の表紙
下記よりダウンロード可能
https://www.ocean-energy-systems.org/documents/15692-oes-
white-paper-on-otec.pdf/
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IEA-OES（国際エネルギー機関）
海洋温度差発電の経済性白書を公開



Getting a Feel for an OTEC Plant

4m diameter x 1000m long 
Cold Water Pipe

55m x 55m platform hull

9m diameter x 80m long 
power modules (Remoras)

10MW Pilot Plant

SYSTEM PARAMETERS

Cold Water Intake Velocity(m/s) 2.6  
Cold Water Pipe Flow (gallon / sec)4,200
Warm Water Intake Depth (m) 20
Warm Water Intake Velocity(m/s) .15 
Water Discharge Depth(m) 50 
Warm Water Flow (gallon / sec) 6,100
Heat Exchangers (qty - m x m x m)16 – 2.5 x 2.5 x 10

27

1 gal ~ 3.8 liters
1m3 ~264 gal

米国の海洋温度発電プロジェクトの概要(1/２)

出典：WEB of Lockheed Martin
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水素製造およびアンモニア製造として
１００MWOTECプラント事業を目指す米国

出典：WEB of Lockheed Martin

米国の海洋温度発電プロジェクトの概要(２/２)



https://www.globaltimes.cn/page/202309/1298069.shtml

中国における浮体式海洋温度差発電の研究開発
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インドNIOTがSHELLと
浮体式海洋温度差発電プロジェクト開始

https://www.niot.res.in/
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インドが浮体式海洋温度差発電プロジェクト公募
（EOI）

https://www.niot.res.in/
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国際海洋温度差発電協会設立と日本の国際的リーダーシップ
（OTEA：Ocean Thermal Energy Association)

1. 設 立：2020年10月（令和2年10月）

2. 参加国：53ヶ国 （アメリカ、イギリス、中国、韓国、日本など）

3. 参加者：約600人 （研究者、企業、政府系機関など 令和7年９月）

4. 活 動：
・海洋温度差発電に関する情報共有と情報発信
・国際的な海洋温度差発電のR＆Dの推進および支援
・海洋温度差発電の実用化の推進と支援
・国際海洋温度差発電シンポジウムの開催と支援
・その他

５．組 織 （令和7年1月改選）
会長：日本代表
副会長：ブラジル代表（欧米地区）、

マレーシア代表（アジア太平洋地区）
ExCO: 17の国と地域の代表

http://www.ocean-thermal.org/http://www.ocean-thermal.org/about/
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